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歴史と出会えるまちづくり船場城西の会

10月 22日 (日 )当会募集の

お客様¬7名を「千姫ゆかりの

地巡り」に案内しました。

10月 3日 (火)姫路医療生協

様18名 を「千姫ゆかりの地巡

り」に:案内しました。

12月 3日 (日 )境内のイチョウやもみじが色づく青天のもと開

催しました。ライブ演奏、紙芝居、法話等があり、店頭にはクリ

マスや正月の飾りが並び年末が感じられる楽市でした。

11月 12日 (日 )景福寺住職の

就任をお祝いする稚児行列が

行われ、当会も協力しました。

¬2月 31日 (日 )本徳寺輪番

の撞鍾に続き、170名弱の参

詣者が鐘を撞きました。
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◇ 船場御塙楽市

魂 &ン品痕聾暫竃忌開催予定         (船
場城西の会 HPスマホ用リンケ QRコード)⇒

3月 3日 (日 )、 6月 2日 (日 )、 9月 1日 (日 )、 12月 1日 (日 )朝 9:00～ 12:00         、

`ノ
`◇まち歩き「船場城西名建築を訪ねて」                        ヾ判じ″

3月 10日 (日 )JR姫路駅中央コンコースにて9:15受付開始 参加費 600円 予約不要   J
回
,::= ●合 HP

姫路駅→旧今井医院*→初井家*→船場御坊(明治天皇行在所)→藤森家→棉屋→琴岡町バス停

12:30解散予定 *は外観のみ見学です ※都合により内容変更になる場合もあります

■事務局より大切なお知らせ■

昨年¬0月 に運営資金不足のため特定非営利活動法人を完全清算し、任意活動団体に戻りました。

清算事務のために会報配布等に不備を生じる結果となり、大変申し訳ございませんでした。事業執行体制は変わり

ましたが今後も従来通りの活動に取り組んでまいります。引き続き手厚いご支援をよろしくお願い申し上げます。

令和6年度年会費は4月 以降に事務局、楽市受付への持参、振込でお願いします。振込先 播州信用金庫 船場支店 普通 7689872
イベントの準備や運営等、スタッフとして活動に参加されたい方は事務局(下山 090-3351-7965)ま でお気軽にお問合せ下さい。
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10月 1日 (日 )姫路・町家再

生塾が行う町家・古民家の調

査に当会も協力しました。

太晦日 除夜の鐘
●●イ ベ ン ト

11月 14日 (火)市広報紙「お

城からの手紙」取材対応で地

域の老舗を案内しました。
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船場・城西―温故細新
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まちづくりかわら版では、兵庫県立

歴史博物館所蔵の高橋秀吉コレクシ

ヨンの写真を中心に、昭和30～ 40
年頃の船場・城西地区各町の様子を

順次紹介しています。

60年前の船場・城西の町がどんな

様子だつたのか、町にどのような歴

史があつたのか、現在の町の様子と

比べて思いを巡らせてみて下さい。

・写真_A(昭和45年2月 /米田町筋北望 )

写真中央の道路は西国街道 (旧山陽道)です。地図上の青色の点線が西国街道

の道筋にあたります。「三左衛門」の看板の和菓子店、「ナショナル」の看板の電

器店はその後の再開発で船場東ビルに入りました。道路奥に見える「佛壇」の看

板の仏壇店、原田光明堂は現在も同じ場所で営業を続けています。
・写真_B(昭和37年/白鷺橋西側 東望 )

写真は国道2号線です。姫路城の中濠を埋め立てて建設され、中ほどに見える

白鷺橋の竣工をもつて昭和8年に開通しました。その後、一方通行化や国道北

側家屋の立ち退き、自鷺橋の拡幅などの整備が行われ、現在の姿に至ります。

シリーズ(30)・ 昭和 30～ 40年代の●米田町

毎号に少しずつですが、音の船場、城西の景観等、その当時の資料を掲載していきます。

姫路はお城だけではなく、他にも多くの歴史が詰まつた街です。

私たちの街の歴史がわかると、今の街並みがもつと輝いて見えてきますよ。 (紙面作成・編集:原 隆 校了:下山裕史)
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